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長
野
ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）か
ら
、２
，４
６
４
万

８
千
円
で
移
動
式
解
体
処
理
車（
ジ
ビ
エ
カ
ー
）

１
台
の
購
入
契
約
を
承
認
し
ま
し
た
。

ジ
ビ
エ
カ
ー
購
入
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12
月
議
会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
な
り
、完
全
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
が
実
現
し
ま
し
た
。通
信
費（
３
，９
０
７
円
／

月
）の
半
額
は
政
務
活
動
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。議
場
で
は
、議
事
に
関
す
る
こ
と
以

外
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

月
か
ら
完
全
タ
ブ
レ
ッ
ト

月
か
ら
完
全
タ
ブ
レ
ッ
ト
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開
会
前
に
議
長
の
許
可
を
も
ら
い
１
番
席
か
ら
撮
影

ジ
ビ
エ
カ
ー
の
購
入
記
事
は

ハ
メ
込
み
合
成
で
す

北
房
こ
ど
も
園 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
階
段
　
下
か
ら
撮
影
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真
庭
市
議
会
で
は
初
の
試
み
と

し
て
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

桜
の
見
頃
に
議
場
の
開
放
を
行
っ

た
ほ
か
、「
議
会
報
告
会
＋
市
民
と

語
る
会
」
を
２
カ
年
度
に
か
け
て

市
内
24
カ
所
で
開
催
し
、
大
勢
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
回
目
と
な
る
政
策

討
論
会
で
は
、
意
見
交
換
会
等

で
お
聴
き
し
た
市
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
施
策
に
反
映
す
べ
く
、
各

常
任
委
員
会
か
ら
の
提
案
を
全

議
員
で
議
論
し
、
議
会
の
総
意
と

し
て
執
行
部
へ
政
策
提
言
を
行

い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
12
月
定
例
会
か
ら

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、

効
率
的
な
議
会
運
営
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
真
庭
市
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
く
15
項
目
の
議

会
活
性
化
施
策
を
実
践
す
る
こ

と
で
、
着
実
に
改
革
の
歩
み
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
で
唯
一
の「
Ｓ

エ
ス
デ
ィ
ーＤ

Ｇジ
ー
ズｓ

未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
た

真
庭
市
の
永
続
的
発
展
に
向
け
、

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
の

役
割
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、

議
員
一
同
全
力
を
尽
く
し
ま
す
と

と
も
に
、
亥
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、

決
意
も
新
た
に
、
さ
ら
な
る
議
会

活
性
化
を
目
指
し
、
果
敢
に
前
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

妹尾智之岩本壯八 山本久惠竹原茂三

年
頭

真庭市議会議長
長尾　修

私たちは信念に向かい
 まっ直ぐ進んでまいります

議
会
活
性
化
さ
ら
に

政治家が選挙
区内の人に年
賀状などの時
候のあいさつ
状を出すこと
は禁止されて
います。

いのししとまにぞう

福井荘助中尾哲雄 大月説子庄司史郎

謹賀新年
2019年

入澤廣成

氏平篤正

挨
拶

新
春
の

お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
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年
頭

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆

様
に
は
日
頃
よ
り
議
会
に
対

し
て
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
真
庭
市
に
お
い
て

も
豪
雨
災
害
で
各
地
区
に
甚

大
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

日
頃
の
備
え
や
訓
練
、
自
主

防
災
組
織
が
い
か
に
重
要
で

あ
る
か
認
識
を
新
た
に
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
復
旧
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
が
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
今
上
天
皇
が
退
位

さ
れ
、
新
天
皇
が
誕
生
す
る

大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま

す
。
我
々
議
員
も
、
心
を
新
た

に
真
庭
市
の
発
展
の
た
め
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
議
会
報
告
会
＋
市
民
と
語

る
会
」
や
各
種
団
体
と
の
意
見

交
換
会
な
ど
を
通
じ
て
、
多
く

の
市
民
の
声
を
お
聴
か
せ
い

た
だ
き
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
、
福
祉
向
上
に
向
け
て
、

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
提

案
す
る
政
策
提
言
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
議
会
改

革
、
議
会
活
性
化
に
向
け
て

議
員
一
同
全
力
で
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

柴田正志柿本健治 緒形　尚岡﨑陽輔 中元唯資

挨
拶

平成31年
新元号の年

真庭市議会副議長
福島一則

猪突猛進

政
策
提
言
を
進
め
る

築澤敏夫河部辰夫小田康文谷本彰良 原　秀樹古南源二

新
春
の

お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す

写
真
は
議
席
番
号
順

笑
顔
で
ご
挨
拶
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単位：万円平成30年度12月補正　会計別予算集計表

千円を四捨五入

12月補正額

49,094

32,726

143

150

32

1,174

△76

0

0

0

34,150

△582

△93

△460

0

△1,135

82,108

補正後予算額

3,262,444

526,745

78,052

614,267

5,061

103,911

9,209

2,866

785

14,040

1,354,936

29,614

125,874

338,287

178,410

672,185

5,289,565

中
学
校
（
今
年

度
中
に
設
置
・

北
房
・
落
合
・

久
世
・
勝
山
・

湯
原
・
蒜
山

中
）へ
２
億
７
，

２
３
０
万
円
。 

農
地
農
林
業 

施
設
災
害
復 

旧
費
に
、
１
億 

７
１
７
万
円
、
公
共
土
木
施
設
・
河
川

等
災
害
復
旧
費
８
，
０
０
０
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
ま
し
た
。

　

人
事
異
動
（
退
職
者
有
）
、
給
与
改

定
に
伴
う
人
件
費
４
７
２
万
円
、
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
２
，

３
４
６
万
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
９
，

０
９
４
万
円
を
増
額
し
一
般
会
計
総

額
を
３
２
６
億
２
，
４
４
４
万
円
に

し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
災
害
を

受
け
た
家
屋
の
撤
去
処
分
費
１
，

６
８
１
万
円
、
他
市
か
ら
の
塵
芥
処

理
受
け
入
れ
費
１
，
０
３
１
万
円
、
農

業
施
設
の
修
繕
支
援
６
０
８
万
円
。

ま
た
、
小
中
学
校
の
空
調
設
備
費
と

し
て
小
学
校
（
今
年
度
中
に
設
計
、

来
年
度
以
降
に
設
置
・
落
合
・
天
津
・

木
山
・
美
川
・
河
内
・
川
東
・
遷
喬
・

草
加
部
・
米
来
・
樫
邑
・
余
野
・
勝

山
・
月
田
・
富
原
・
湯
原
・
中
和
・
八

束
・
川
上
小
）
へ
３
，
３
０
５
万
円
、

　
　
一
般
会
計
　
主
な
歳
出

小
中
学
校
の
空
調
に
３
億
535
万
円

久世中学校の窓

会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険特別会計

（介護サービス事業勘定）

簡易水道事業特別会計

浄化槽事業特別会計

津黒高原観光事業特別会計

クリエイト菅谷事業特別会計

温泉事業特別会計

特別会計合計

農業共済事業特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

国民健康保険湯原温泉病院

事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計
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念
に
反
す
る
利
活
用
と
い
う
理
念

が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
②
人
種
・

信
条
・
社
会
的
身
分
な
ど
要
配
慮

個
人
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
は
内

心
の
自
由
の
侵
害
だ
。③
非
識
別
加

工
情
報
を
事
業
者
に
提
供
し
、
利

用
契
約
を
締
結
す
る
事
業
が
あ
る
。

【
賛
成
】築
澤
敏
夫
　
議
員

　

個
人
情
報
の
定
義
の
明
確
化

を
受
け
、
市
条
例
に
お
い
て
も
定

義
の
明
確
化
、
要
配
慮
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
等
、
個
人
情
報
を
保

護
す
る
も
の
で
す
。

　

罰
則
は
、
県
内
の
８
割
超
が
導

　

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
要
配
慮
個
人
情

報
等
、
個
人
情
報
の
定
義
の
明
確

化
を
行
い
、併
せ
て
、同
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
罰
則
規
定
を
設
け
る

た
め
、
真
庭
市
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

議
案
採
決
に
あ
た
り
、
次
の
と

お
り
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

【討
論
あ
り
】

【
反
対
】岡
﨑
陽
輔
　
議
員

　

理
由
は
３
点
。①
産
業
界
の
意
向

を
受
け
て
、
個
人
情
報
の
保
護
の
理 

　

人
事
院
勧
告
ど
お
り
、
平
均
約

0.2
％
増
の
職
員
給
与
改
定
を
行
い

ま
し
た
。行
政
職
給
料
表（
一
）
に
よ

る
初
任
給
は
、民
間
と
の
間
に
差
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
１
，
５
０
０
円

の
引
き
上
げ
、
若
年
層
も
１
，
０
０

０
円
程
度
の
改
定
を
し
ま
し
た
。

初
任
給　

（
大
卒
程
度
）

（
現
行
）

（
高
卒
者
）　

（
現
行
）

４
月
に
遡
っ
て
総
額
３
，
０
５
４

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。　

１
８
０
，７
０
０
円

１
７
９
，２
０
０
円

１
４
８
，６
０
０
円

１
４
７
，１
０
０
円

　

共
済
事
業
を
行
う
市
町
村
の

模
範
条
例
の
基
準
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
園
芸
施
設
共
済
の
損
害

に
係
る
基
準
金
額
の
改
正
等
の

条
例
の
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
平
成
31
年
4
月

か
ら
県
下
の
農
業
共
済
組
合
が

統
合
し
岡
山
県
農
業
共
済
組
合

が
発
足
す
る
こ
と
に
伴
い
、
真

庭
市
農
業
共
済
条
例
を
廃
止
し

ま
す
。

共
済
加
入
者
に
と
っ
て
不

便
な
こ
と
、
不
利
な
こ
と

は
発
生
し
な
い
の
か
。

職
員
の
専
門
性
が
高
ま
る

た
め
、
農
家
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
初

期
の
混
乱
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
課
題
。
農
家
に
不
利
益
が

無
い
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

12 月定例会12月定例会

主な

議決
内容

二
川
小
144
年
の
歴
史
に
幕

休憩時間の二川小学校の児童たち

市民ボランティアの方と梱包作業

　

児
童
数
の
減
少
に
対
応
し
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成

31
年
４
月
１
日
に
二
川
小
学
校
を
廃
し
、
湯
原
小
学
校
に
統
合
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
二
川
小
学
校
の
廃
止
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
学
校
配
置
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、

学
校
用
途
の
廃
止
に
よ
り
施
設
の
利
活
用
を
図
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

真
庭
市
農
業
共
済

条
例
を
廃
止

職
員
給
与
0.2
％
ア
ッ
プ

A Q

　真庭市立図書館条例の一部を改正するもので、

蒜山振興局内に整備が進められていた図書館の

工事が10月末で完了し、設置場所の変更と開館

時間を１時間延ばす条例改正が行われました。設

置場所は、蒜山下福田305番地に、開館時間を午

前９時から午後６時までとします。

蒜山図書館３月オープン個
人
情
報
保
護
を
強
化
入
し
、全
国
と
同
様
の
罰
則
。個
人

情
報
の
一
層
の
保
護
を
図
る
た
め

の
条
例
改
正
で
あ
り
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

▼
議
案
に
賛
成
し
た
議
員
：　

　

氏
平
篤
正
、
福
島
一
則
、
山
本

久
惠
、
妹
尾
智
之
、
岩
本
壯
八
、
竹

原
茂
三
、
柴
田
正
志
、
緒
形
尚
、
中

元
唯
資
、
柿
本
健
治
、
初
本
勝
、
大

月
説
子
、
庄
司
史
郎
、
入
澤
廣
成
、

福
井
荘
助
、
中
尾
哲
雄
、
原
秀
樹
、

古
南
源
二
、
築
澤
敏
夫
、
河
部
辰

夫
、小
田
康
文
、谷
本
彰
良

▼
議
案
に
賛
成
し
な
か
っ
た
議

員
：
岡
﨑
陽
輔 

※
議
席
番
号
順

Q：Question=問　A：Answer=答5



分
機
能
し
な
い
た
め
、
上
流
へ
規

模
の
大
き
な
砂
防
ダ
ム
設
置
を

要
望
す
る
陳
情
で
す
。
産
業
建
設

常
任
委
員
会
で
は
現
地
調
査
を

実
施
し
て
審
査
し
、
本
会
議
に
お

い
て
趣
旨
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

　

精
神
障
が
い
者
が
他
の
障
が

い
者
と
同
じ
よ
う
に
必
要
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う「
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
」
の

対
象
者
に
、
精
神
障
が
い
者
を
加

え
る
よ
う
制
度
の
充
実
を
行
う

こ
と
の
陳
情
で
し
た
。
岡
山
県
が

未
実
施
で
あ
り
市
単
独
で
は
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
審
査
の
結

果
、
全
会
一
致
で
趣
旨
採
択
と
決

し
ま
し
た
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
で
は
、
身

体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化
が
明
記
さ

れ
た
が
、
精
神
障
が
い
者
の
み
が

区
別
さ
れ
、
異
な
る
扱
い
を
受
け

て
い
る
。
種
別
間
の
格
差
を
な
く

し
、
全
国
ど
こ
で
も
同
様
の
支
援

や
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
国
・
県
に
対
し
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
で
し
た
。
審
査
の

結
果
、
全
会
一
致
で
採
択
と
決
し

ま
し
た
。

　

種
子
法
廃
止
に
伴
い
岡
山
県
の

取
組
が
後
退
し
な
い
よ
う
、
主
要

農
産
物
の
種
子
の
生
産
・
供
給
に

必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
等

を
内
容
と
し
た
岡
山
県
条
例
の
制

定
を
求
め
る
陳
情
で
す
。
優
良
種

子
の
安
定
供
給
に
取
組
む
等
、
県

の
姿
勢
が
明
ら
か
な
こ
と
か
ら
、

不
採
択
と
決
し
ま
し
た
。な
お
、
次

の
と
お
り
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

【討
論
あ
り
】

【
賛
成
】岡
﨑
陽
輔
　
議
員

　

採
択
の
理
由
は
３
点
で
あ
る
。

　

①
種
子
法
の
廃
止
は
、
横
暴
な

や
り
方
で
、
種
を
公
共
で
守
る
も

の
か
ら
民
間
が
開
発
し
儲
け
る
も

の
に
し
た
。②
種
子
法
廃
止
は
、
特

種
子
法
廃
止
、

県
条
例
制
定
を

陳
情

　

小
中
学
校
の
冷
暖
房
設

備
設
置
事
業
と
し
て
、
小
学

校
18
校
と
中
学
校
６
校
に
、

近
年
の
猛
暑
に
起
因
す
る

健
康
被
害
の
発
生
状
況
を

踏
ま
え
、
児
童
・
生
徒
の
安

全
と
健
康
を
守
る
た
め
、
ま

た
、
文
部
科
学
省
が
早
期
の

空
調
設
備
の
設
置
を
推
進

し
て
い
る
た
め
、
平
成
30
年

度
か
ら
32
年
度
に
か
け
て

全
小
中
学
校
に
設
置
す
る

た
め
の
変
更
で
す
。
総
事
業

費
は
、
９
億
２
，
０
７
０
万

円
を
予
定
。

主な

議決
内容
砂
防
ダ
ム
設
置
を

市
単
独
で
は
困
難

意
見
書
を
提
出

空調のため過疎計画を変更傍
聴
さ
れ
る
方
は
４
階
へ

　

真
庭
市
議
会
の
本
会
議
・
委
員
会
を

間
近
で
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
議
会
だ

よ
り
の
紙
面
で
は
、
お
伝
え
で
き
な
い
議

員
の
生
の
活
動
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、議
会
開
会

中
に
真
庭
市
役
所
４
階
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。議
場
の
入
り
口
で
、住
所
、氏
名
、年

齢
を
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
、
簡
単
に
傍 

聴
席
へ
お
入
り
い
た
だ
け
ま
す
。
傍
聴
席

は
30
席
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
様
子
は
真
庭
い
き
い

き
テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
て
い
ま
す
。
議

員
の
発
言
の
際
、
傍
聴
席
が
生
中
継
に
映

り
込
む
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

月
定
例
会
の
様
子

12

空調設備を設置する湯原中学校

定
事
業
者
の
種
子
独
占
に
よ
る
農

産
物
の
安
定
供
給
と
食
の
安
全
を

脅
か
す
も
の
だ
。
③
岡
山
県
は
法

的
拘
束
力
の
持
つ
条
例
を
制
定
す

べ
き
で
あ
る
。

【
反
対
】岩
本
壯
八
　
議
員

　

６
月
の
県
議
会
定
例
会
に
お

け
る
種
子
法
廃
止
に
関
す
る
質

問
に
対
し
、
県
知
事
は「
県
で
は

法
廃
止
後
に
お
い
て
も
引
き
続

き
優
良
な
種
子
を
農
家
に
安
定

供
給
で
き
る
よ
う
県
奨
励
品
種

等
の
種
子
の
生
産
、
供
給
体
制
を

維
持
す
る
」
と
答
弁
。
種
子
法
に

替
わ
る
県
条
例
を
新
た
に
制
定

す
る
必
要
は
な
い
。

▼
陳
情
に
賛
成
し
た
議
員
：　

岡
﨑
陽
輔

▼
陳
情
に
賛
成
し
な
か
っ
た
議

員
：　
　
　
　

 

※
議
席
番
号
順

氏
平
篤
正
、
福
島
一
則
、
山
本
久

惠
、
妹
尾
智
之
、
岩
本
壯
八
、
竹
原

茂
三
、
柴
田
正
志
、
緒
形
尚
、
中
元

唯
資
、
柿
本
健
治
、
初
本
勝
、
大
月

説
子
、
庄
司
史
郎
、
入
澤
廣
成
、
福

井
荘
助
、
中
尾
哲
雄
、
原
秀
樹
、
古

南
源
二
、
築
澤
敏
夫
、
河
部
辰
夫
、

小
田
康
文
、谷
本
彰
良

　

真
庭
市
久
世
の
黒
尾
下
地
区

の
谷
川
に
あ
る
３
カ
所
の
小
さ
な

堰
堤
で
は
集
中
豪
雨
の
際
に
十

6
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し
て
残
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
も
あ
り
、

組
織
自
体
は
残
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

新
た
な
地
域
づ
く
り
組
織
は
、
小
学
校

区
程
度
で
集
ま
り
の
場
（
通
称
）
邑む

ら

づ
く

り
会
議
を
設
置
し
、
組
織
の
運
営
に
集
落

支
援
員
（
年
間
50
日
程
度
）
が
必
要
で
あ

れ
ば
市
が
委
嘱
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
上
か

ら
目
線
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
は
難

■
消
防
湯
原
分
署
移
転
事
業

　

湯
原
分
署
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
東

側
に
移
転
し
ま
す
。
消
防
、
救
急
関
係
を

第
一
に
検
討
し
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
平
成
30
年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
、

平
成
31
年
度
に
改
修
工
事
を
実
施
し
、
供

用
開
始
と
の
こ
と
で
す
。

　

設
備
と
し
て
は
、
将
来
を
見
据
え
、
女

性
職
員
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
の
た

め
、
仮
眠
室
を
個
室
化
し
ま
す
。
有
事
の

際
、
防
災
の
拠
点
施
設
の
役
割
を
果
た
す

た
め
、
自
家
発
電
設
備
、
放
送
設
備
を
設

置
し
ま
す
。
大
型
化
す
る
緊
急
車
両
に
対

応
す
る
た
め
、
車
庫
部
分
を
増
築
し
、
一

部
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、現
場
到
着
短
縮
の
た
め
、南
側
に
消

防
専
用
道
路
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

非
常
用
電
源
は
湯
原
分
署
の
み
で
使

用
す
る
の
か
。

自
家
発
電
機
は
事
務
所
内
用
と
通

信
用
の
２
機
設
置
し
、
消
防
分
署
で

使
用
す
る
。
ま
た
災
害
時
の
対
策
と
し
て

重
要
機
器
は
高
所
に
設
置
す
る
と
の
答
弁

で
し
た
。

　
湯
原
温
泉
病
院
と
の
連
携
と
し
て
、

ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
湯
原
管
内
全
域

に
運
用
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
救
急
救
命

士
の
救
急
の
質
を
確
保
す
る
た
め
に
、検
証

医
を
湯
原
温
泉
病
院
に
依
頼
し
て
い
る
。

し
い
。
中
心
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

行
政
主
導
で
な
く
地
域
主
導
に
し

た
い
。
会
長
、
副
会
長
と
い
う
縦

割
り
で
な
く
、
組
織
が
交
流
に
よ
っ
て
、

そ
の
分
野
が
得
意
な
方
が
課
題
に
つ
い
て

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
地
域
主
導
の
考
え
方
で

進
め
て
行
き
た
い
。

■
廃
校
利
活
用
の
進
捗
状
況

　

廃
校
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
公
募
し

て
い
ま
す
。（
平
成
30
年
12
月
ま
で　

真

庭
市
廃
校
等
利
活
用
提
案
募
集
事
業
）
11

月
19
日
現
在
、
中
津
井
小
学
校
は
現
在
提

案
者
と
調
整
中
で
、
呰
部
小
学
校
、
上
水

田
小
学
校
、
水
田
小
学
校
は
活
用
策
の
応

募
が
あ
り
ま
せ
ん
。
津
田
小
学
校
の
校
舎

と
プ
ー
ル
は
解
体
中
で
す
。
別
所
小
学

校
、
阿
口
小
学
校
は
地
元
で
の
活
用
を
検

討
中
で
、
上
田
小
学
校
は
地
元
へ
の
貸
付

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
活
用
が
決
ま
ら
な
い
場
合
、
施

設
の
解
体
も
視
野
に
検
討
す
る
と
の
こ
と

で
す
。

《

消

防

本

部

》

A

Q

　

本
委
員
会
で
は
、
９
月
14
日
、
21
日
、

28
日
、
10
月
22
日
及
び
11
月
19
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求

め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
地
域
づ
く
り
組
織
再
編

　

現
在
の
地
域
づ
く
り
委
員
会
は
、
旧
町

村
ご
と
に
設
置
し
、
地
域
自
主
組
織
の
連

合
体
で
主
に
補
助
金
の
説
明
会
な
ど
で

終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
話

し
合
い
や
取
り
組
み
が
で
き
る
組

織
づ
く
り
を
編
成
す
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

新
た
な
地
域
づ
く
り
委
員
会
の

概
要
は
小
規
模
、
概
ね
小
学
校
区
程

度
で
、
様
々
な
機
能
を
持
っ
た
住
民

参
画
の
新
た
な
仕
組
み
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
新
た
な
組
織
の
将
来
像

は
地
域
内
の
こ
と
を
「
自
ら
考
え
、

実
行
」
す
る
組
織
で
、
そ
の
結
果
、

地
域
主
体
で
公
共
の
福
祉
を
担
い
、

行
政
と
協
力
し
住
み
や
す
い
地
域

の
形
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
旧
町
村
単
位
の
地
域
づ

く
り
委
員
会
は
、
情
報
共
有
の
場
と

《
総
合
政
策
部
》

《

総

務

部

》

AA QQ

総務常任委員会総務常任委員会

Q：Question=問　A：Answer=答

湯
原
温
泉
病
院
と
の
連
携
は

旧上田小学校で開催されたやまびこマーケット
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本
委
員
会
で
は
、
９
月
５
日
、
13
日
、

19
日
、
10
月
３
日
、
18
日
及
び
11
月
20
日

に
委
員
会
を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出

席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
放
課
後
の
学
童
支
援
充
実
を
目
指
し
て

　

９
月
の
委
員
会
で
は
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
保
護
者
や
支
援
員
の
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
会
等
で
お
聴
き
し
た
課
題
の
解

決
を
目
指
し
、
政
策
討
論
会
で
の
「
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
支
援
策
」
提
案
に

向
け
、
委
員
間
で
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

■
就
労
支
援
策
の
実
現
に
向
け
努
力

　

昨
年
度
、
議
会
か
ら
執
行
部
へ
政
策
提

言
を
行
っ
た
「
障
が
い
者
の
就
労
に
向
け

た
支
援
策
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
真
庭
地
域
に
は
、
障
が
い
者
の

就
業
面
・
生
活
面
で
の
一
体
的
な
支
援
を

行
う
「
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
県
の
障

害
福
祉
計
画
に
お
い
て
も
課
題
と
さ
れ
て

お
り
、
障
が
い
者
の
自
立
・
安
定
し
た
職

業
生
活
の
実
現
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
整
備

が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
早
期
設
置
に

Q：Question=問　A：Answer=答

観
光
客
に
も
来
て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を

誘
致
す
る
等
、
目
に
見
え
る
形
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

検
討
委
員
会
の
今
後
の
動
き
は
。
ど

の
よ
う
な
形
で
終
わ
る
の
か
。

今
年
度
は
中
間
報
告
。
委
員
会
の
中

で
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
議
論

し
て
は
ど
う
か
と
い
う
声
も
あ
り
、
来
年

度
最
終
的
に
意
見
を
ま
と
め
、
市
長
へ
の

提
言
を
行
う
予
定
。

定
委
員
会
」
か
ら
市
長
へ
の
答
申
が
行
わ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

建
設
候
補
地
の
公
募
に
は
４
地
区
か
ら

提
案
が
な
さ
れ
、
選
定
委
員
会
で
の
審
議

の
結
果
、
赤
野
地
区
が
真
庭
市
に
ふ
さ
わ

し
い
地
域
提
案
と
し
て
選
定
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
20
日
の
委
員
会
で
は
、
関

係
地
区
へ
の
事
業
説
明
会
の
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

■
歴
史
遺
産
の
整
備
・
活
用
方
策
を
検
討

　

11
月
20
日
の
委
員
会
で
は
、
今
年
度
３

回
目
の
開
催
と
な
る
「
旧
遷
喬
尋
常
小
学

校
校
舎
整
備
・
活
用
検
討
委
員
会
」
の
経

過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
段
階
で
は
、
検
討
委
員
会
か
ら
「
市

民
を
巻
き
込
ん
だ
議
論
の
必
要
性
」「
同
種

の
建
物
や
江
川
三
郎
八
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
」「
使
用
目
的
と
コ
ス
ト

を
明
確
に
し
た
修
理
の
検
討
」
の
３
点
に

つ
い
て
提
言
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
は

旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
市
民
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

向
け
、
国
・
県
に
対
し
、
継
続
し
て
積
極

的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

■
落
合
地
区
の
共
同
調
理
場
化
を
推
進

　

９
月
19
日
の
委
員
会
で
は
、
落
合
地
区

の
小
中
学
校
給
食
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実

施
す
る
た
め
、「
真
庭
市
学
校
給
食
施
設
整

備
計
画
」
の
基
本
方
針
に
の
っ
と
り
、
７

カ
所
の
単
独
調
理
場
を
１
カ
所
に
集
約
す

る
共
同
調
理
場
化
の
推
進
構
想
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

10
月
以
降
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
建
設
予
定
地
区

周
辺
自
治
会
の
方
へ
の
説
明
を
行
い
、
平

成
33
年
12
月
に
竣
工
、
平
成
34
年
４
月
か

ら
運
用
開
始
の
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
調
理
場
現
場
と
の
調
整

や
合
意
形
成
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
人
員

確
保
を
含
め
、
安
定
的
に
安
全
な
給
食
が

提
供
で
き
る
体
制
を
」
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

■
地
域
提
案
選
定
委
員
会
が
市
長
へ
答
申

　

10
月
３
日
の
委
員
会
で
は
、
10
月
１
日

に
「
生
ご
み
等
資
源
化
施
設
地
域
提
案
選

A Q

旧遷喬尋常小学校講堂での整備・活用検討委員会

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

《

健
康
福
祉
部
》

《

教
育
委
員
会
》

《

生
活
環
境
部
》
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Q：Question=問　A：Answer=答

ど
３
つ
の
危
険
箇
所
の
対
策
を
予
定
し
て

い
て
、
休
憩
用
ベ
ン
チ
・
案
内
看
板
・
路

面
標
示
な
ど
を
今
年
度
内
に
順
次
整
備
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
同
じ
ス

ピ
ー
ド
感
で
身
近
な
通
学
路
や
生
活

道
の
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
自
転
車

だ
け
で
な
く
、
歩
い
た
り
通
勤
な

ど
、
多
種
多
様
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

道
路
整
備
は
振
興
局
と
一
緒
に
な
っ
て
進

め
て
い
く
。

■
空
家
等
実
態
調
査
の
実
施
方
針
を
変
更

　

都
市
住
宅
課
か
ら
、
空
家
調
査
に
つ
い

て
業
者
委
託
に
よ
る
方
法
を
変
更
し
、
地

域
に
よ
る
調
査
を
実
施
す
る
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
度
当
初
予
算
で
計
上

し
て
い
た
空
家
調
査
の
業
者
委
託
費
用

１
千
万
円
を
減
額
し
、
空
家
利
活
用
の
観

点
か
ら
、
来
年
度
、
地
域
で
調
査
で
き
る
よ

う
予
算
化
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

地
域
で
の
調
査
は
信
頼
で
き
る
デ
ー

タ
が
得
ら
れ
る
の
か
。
予
算
の
査
定

を
通
っ
て
議
決
さ
れ
た
も
の
が
、
半
年
た
っ

て
１
千
万
円
も
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ

い
て
、
予
算
編
成
の
あ
り
方
を
き
っ
ち
り
考

え
て
ほ
し
い
。

実
態
調
査
後
に
建
築
士
な
ど
の
専

門
家
が
入
り
、
安
全
に
利
活
用
で
き

る
か
再
度
確
認
し
て
い
く
。
地
域
に
よ
っ

て
は
調
査
を
全
く
し
な
い
と
こ
ろ
や
、
結

果
に
バ
ラ
つ
き
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
個
別
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

し
て
捕
獲
を
始
め
た
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
、
ど
の
よ
う
な
手
段
が
有
効
か
情
報
収

集
し
な
が
ら
、
対
策
し
て
い
き
た
い
。

■
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
今
年
度
内
に

　

順
次
整
備

　

建
設
課
か
ら
、
旭
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
（
仮
称
）
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
自
転
車
歩
行
者
専

用
の
橋
梁
新
設
や
市
道
合
流
部
の
拡
幅
な

10
万
９
千
ｔ
で
、
ｔ
あ
た
り
500
円
の
山
主

へ
の
還
元
額
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら
の

累
積
で
１
億
円
を
超
え
る
状
況
と
の
こ
と

で
す
。

■
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
県
北
に
拡
大

　

林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
か
ら
、
ナ
ラ

枯
れ
対
策
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ナ
ラ
枯
れ
は
、カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク

イ
ム
シ
と
い
う
甲
虫
が
幹
に
穴
を
開
け
て

侵
入
し
た
際
に
、
ナ
ラ
菌
に
よ
り
枯
れ
て

し
ま
う
症
状
で
、
岡
山
県
内
で
は
平
成
21

年
に
初
め
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
真
庭
市

で
は
平
成
29
年
度
70
本
に
被
害
が
確
認
さ

れ
、
鳥
取
県
側
か
ら
県
北

に
拡
大
し
て
い
る
。
対
策

と
し
て
は
ト
ラ
ッ
プ
を

設
置
し
、
登
山
道
沿
い
の

被
害
状
況
の
調
査
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

鳥
取
県
側
の
対
応

は
。
情
報
収
集
や

連
携
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

直
接
確
認
し
て
い

な
い
が
、
大
山
側

の
国
立
公
園
で
は
大
規

模
に
ト
ラ
ッ
プ
を
設
置

　

本
委
員
会
で
は
、
８
月
31
日
、
９
月
７

日
、
18
日
、
10
月
16
日
及
び
19
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求

め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
農
業
共
済
組
合
が
県
内
１
組
合
に
統
合

　

農
業
振
興
課
か
ら
、
真
庭
市
を
含
む

岡
山
県
内
10
農
業
共
済
団
体
と
岡
山
県

農
業
共
済
組
合
連
合
会
が
統
合
し
、
本

年
４
月
に
新
組
合
を
設
立
す
る
た
め
、

関
係
条
例
の
改
廃
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

新
組
合
の
名
称
は
岡
山
県
農
業
共
済
組

合
で
、
本
所
は
岡
山
市
中
区
の
現
岡
山
地

区
農
業
共
済
組
合
事
務
所
、
真
庭
支
所
は

真
庭
市
江
川
の
真
庭
家
畜
診
療
所
の
２
階

を
予
定
。
財
産
処
分
に
つ
い
て
は
、
現
金

約
１
億
８
千
万
円
、
軽
自
動
車
１
台
等
を

新
組
合
に
移
管
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

■
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
順
調
に
稼
働
中

　

林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
か
ら
、
真

庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式
会
社
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
７
月
か
ら
平
成
30
年
６
月
期

の
売
上
高
は
、
約
24
億
５
千
万
円
で
、
稼

働
率
は
105
％
、
燃
料
の
利
用
実
績
は
約

《

産

業

観

光

部

》

産業建設常任委員会産業建設常任委員会

A Q

《

建

設

部

》

AA QQ

川東公園そばのサイクリングロード
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原
温
泉
病
院
の
病
床
を
定
期
的

に
開
放
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
空
床
型

の
重
症
心
身
障
が
い
者
・
障
が
い

児
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
１
床

で
開
始
し
て
い
る
。
受
入
に
年
齢

制
限
は
設
け
て
い
な
い
。
療
養
病

棟
の
個
室
を
指
定
し
て
い
る
。
利

用
が
あ
る
場
合
に
は
、
勤
務
時

間
帯
に
看
護
師
を
１
名
専
属
で

配
置
し
て
い
る
。
ま
た
旭
川
荘
療

育
・
医
療
セ
ン
タ
ー
に
職
員
を
派

遣
し
て
専
門
研
修
も
行
っ
て
い

る
。
受
入
窓
口
は
、
病
院
の
地
域

医
療
連
携
室
が
窓
口
と
な
っ
て
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
看
護

師
で
対
応
し
て
い
る
。
空
床
を
利

用
し
た
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
な
が
ら
も
、
入
院
患
者

の
治
療
を
第
一
義
と
し
て
、
引
き

続
き
公
的
病
院
の
責
務
を
果
た

し
て
い
く
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
１
４
年

10
月
か
ら
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
制
度
を
開
始
し
た
。

定
期
接
種
の
対
象
は
65
歳
を
開

　

真
庭
市
に
は
、
医
療
的
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
重
症
心
身
障
が
い

者
の
方
が
、
15
歳
未
満
８
人
、
15

歳
以
上
４
人
が
在
住
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
医
療
型
短
期
入
所

施
設
と
し
て
総
合
病
院
落
合
病

院
と
湯
原
温
泉
病
院
が
届
け
出

を
し
て
い
る
が
、
利
用
実
績
が
殆

ど
な
い
。
湯
原
地
内
の
旭
川
荘
真

庭
地
域
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
湯

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
の
推
進

問

　

①
地
域
防
災
計
画
に
、
観
光
旅

行
者
に
対
す
る
避
難
場
所
、
避
難

経
路
な
ど
の
計
画
が
定
め
ら
れ

て
い
る
か
。

　

②
地
域
防
災
計
画
に
、
外
国
人

観
光
客
へ
情
報
伝
達
に
関
す
る

事
項
の
整
備
は
ど
う
か
。

　

⑴
災
害
情
報
の
多
言
語
化　

 

　

⑵
本
市
で
の
災
害
関
連
情
報

の
多
言
語
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
の
整
備

　

⑶
関
係
機
関
や
関
係
団
体
と

の
連
携

　

③
災
害
時
に
お
け
る
ホ
テ
ル

や
旅
館
組
合
と
の
協
定
は
で
き

て
い
る
か
。

　

①
真
庭
の
特
徴
も
入
れ
地
域

防
災
計
画
に
観
光
客
に
つ
い
て

入
れ
て
い
く
。

　

②
⑴
指
定
の
避
難
場
所
等
に

多
言
語
で
作
成
し
た
標
識
等
を

災
害
時
に
掲
示
で
き
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
る
。

　

⑵
市
内
の
観
光
関
連
団
体
を

通
し
て
外
国
人
観
光
客
へ
の
ア

プ
リ
の
登
録
と
利
用
を
知
ら
せ

て
推
進
す
る
。

　

⑶
連
携
を
強
め
な
が
ら
、
観
光

局
を
通
じ
加
盟
し
て
い
る
ホ
テ

ル
と
旅
館
事
業
者
へ
普
及
し
て

い
く
。

　

③
県
が
平
成
20
年
９
月
に
岡

山
県
の
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生

同
業
組
合
と
災
害
時
に
お
け
る

宿
泊
施
設
等
の
提
供
に
関
す
る

協
定
書
を
締
結
し
て
い
る
。

　

①
現
在
の
小
・
中
学
校
の
相
談

窓
口
に
お
け
る
実
績
と
、
そ
の
対

応
は
。

　

②
現
在
の
相
談
体
制
を
維
持

し
つ
つ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
い
じ
め
な
ど
の

相
談
窓
口
の
導
入
は
。

　

①
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く

り
と
い
じ
め
は
許
さ
な
い
、
絶
対

に
守
る
と
い
う
決
意
あ
る
学
校

や
家
庭
の
風
土
づ
く
り
の
中
で

環
境
と
い
う
も
の
は
つ
く
ら
れ

る
。
人
を
人
と
し
て
大
切
に
す
る

運
動
や
教
育
が
最
大
の
相
談
環

境
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

②
学
校
で
は
日
常
の
観
察
、
定

期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
、
教
育
相
談

を
繰
り
返
し
実
施
す
る
中
で
い
じ

め
の
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

答
太
田
市
長

問

観
光
危
機
管
理
の
充
実

湯
原
温
泉
病
院
の
病

床
を
医
療
型
短
期
入

所
施
設
と
し
て
開
放

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

い
じ
め
相
談
窓
口

問大

月

説

子

県作成の多言語防災ガイドブック

食事は胃瘻
ろう

から栄養剤を食べます

問妹

尾

智

之

答
三
ツ
教
育
長

答
野
村
湯
原
温
泉
病
院

事
業
管
理
者

10
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立
地
適
正
化
計
画
は
、
真
庭
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
具

体
化
版
の
位
置
づ
け
で
あ
る
と

認
識
す
る
。
市
が
基
本
方
針
と
し

て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、
目
標
11

と
し
て
包
摂
的
で
安
全
な
、
か
つ

強
靭
で
持
続
可
能
な
都
市
及
び

人
間
居
住
を
実
現
す
る
と
あ
る
。

10
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
は
、
い
わ
ゆ

る
少
子
高
齢
化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
や
公
共
交
通
問
題
、
農

村
と
都
市
の
項
目
も
あ
る
。
都
市

計
画
論
議
の
中
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
を
把
握
し
、
き
っ
ち
り
入
れ

て
、
人
間
的
に
都
市
計
画
を
考

え
、
人
に
や
さ
し
い
町
を
創
る
べ

き
だ
。
関
連
は
ど
う
か
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、誰
一
人
置
き
去
り

に
し
な
い
と
い
う
理
念
が
あ
る
。

全
て
の
人
に
健
康
と
福

祉
と
い
う
項
目
も
あ
る
。

市
の
方
向
性
と
合
致
し

て
い
る
。
ハ
ー
ド
的
な
都

市
計
画
と
地
域
自
治
を

組
み
合
わ
せ
、中
心
市
街

地
形
成
も
含
め
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
を
都
市
計
画

の
分
野
に
も
十
分
生
か

し
た
い
。31
年
度
内
に
作

り
た
い
が
、
焦
ら
ず
丁
寧

に
し
た
い
。

（
54
％
）、
今
後
５
年
以
内
で
は
96

事
業
所（
83
％
）。
意
見
は
、
高
校
・

大
学
と
の
連
携
や
イ
ン
タ
ー
ン
・

実
習
生
の
受
け
入
れ
。
児
童
生
徒

を
対
象
に
し
た
介
護
体
験
学
習

の
実
施
。
就
労
前
の
学
生
へ
の
Ｐ

Ｒ
活
動
等
が
多
く
あ
っ
た
。
②
市

の
取
組
と
し
て
真
庭
16
の
社
会
福

祉
法
人
で
組
織
さ
れ
て
い
る
さ
さ

え
愛
ネ
ッ
ト
と
連
携
し
て
課
題
・

問
題
を
共
有
し
市
全
体
で
取
り

組
む
。
真
庭
未
来
を
担
う
人
応
援

基
金
の
医
療
・
福
祉
の
た
ま
ご
応

援
事
業
を
活
用
し
、
介
護
の
魅
力
、

必
要
性
を
広
く
周
知
す
る
。
労
働

環
境
の
改
善
の
た
め
、
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
の
支
援
を
行
う
。

可
能
な
部
分
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
も
委
託
し
た
い
。
③

元
気
☆
輝
き
教
室
は
23
団
体
、
さ

さ
え
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
４
団

体
あ
る
。
今
後
、
介
護
予
防
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
を
派
遣
す
る
。

よ
り
問
題
点
の
抽
出
や
人
材
確

保
策
の
議
論
の
開
始
は
。
市
独
自

の
施
策
を
構
築
す
る
指
針
や
方

針
を
決
め
る
姿
勢
で
臨
ま
れ
て

い
る
の
か
。
③
介
護
予
防
の
取
組

は
官
民
協
働
体
制
が
重
要
で
あ

る
。
市
民
団
体
は
後
継
者
問
題
で

苦
慮
さ
れ
て
い
る
。
介
護
予
防
に

取
組
ん
で
い
る
各
種
団
体
へ
の

行
政
の
支
援
策
は
ど
の
様
に
進

展
し
て
い
る
の
か
。
以
上
３
点
を

市
長
に
伺
う
。

　

総
論
と
し
て
、
生
産
年
齢
人
口

の
絶
対
数
が
少
な
い
。
都
市
部
に

吸
い
取
ら
れ
る
事
は
真
庭
市
全
体

に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
り
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。
①
116
事

業
所（
87
％
）
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
。
116
事
業
所
の
介
護
職
員
等

の
人
数
は
１
２
５
４
人
で
平
均
年

齢
48
歳
、
50
歳
以
上
が
約
半
数

を
占
め
て
い
る
状
況
。
63
事
業
所

始
年
齢
と
し
、
５
歳
お
き
に
対

象
を
定
め
、
公
費
助
成
が
あ
る
。

し
か
し
２
０
１
９
年
か
ら
は
、
65

歳
に
達
し
た
人
の
み
と
聞
い
て

い
る
。
真
庭
市
の
今
後
の
方
針
を

伺
う
。

　

真
庭
市
の
65
歳
以
上
の
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は
38.8
％

で
、
ほ
ぼ
全
国
並
み
の
接
種
率
で

あ
る
。
真
庭
市
は
医
師
会
と
協
議

を
し
て
お
り
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
有
効
性
に
つ
い
て
厚

生
労
働
省
の
判
断
を
踏
ま
え
て

対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

入
管
難
民
法
の
改
正
や
入
門

的
研
修
が
示
さ
れ
て
い
る
。
市
で

は
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
分
野
の
人

材
状
況
や
人
材
確
保
等
の
調
査

の
た
め
市
内
134
の
事
業
所
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
さ
れ
た
。

集
計
結
果
及
び
今
後
の
議
論
の

状
況
に
つ
い
て
①
ア
ン
ケ
ー
ト

集
計
結
果
の
状
況
は
。
関
係
者
の

意
見
は
。
②
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

　

通
級
指
導
の
施
設
環
境
や
人

的
支
援
の
体
制
は
、
ハ
ー
ド
の
問

題
も
人
的
に
も
学
習
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
個

別
的
な
具
体
的
な
配
慮
す
る
の

が
こ
の
施
設
で
あ
り
、
意
義
で
あ

る
。
施
設
環
境
や
人
的
配
置
を
含

め
た
支
援
体
制
は
、
求
め
ら
れ
る

ニ
ー
ズ
や
教
育
課
題
上
充
足
し
て

い
る
の
か
。
中
学
校
の
通
級
指
導

教
室
、
言
語
通
級
の
開
設
や
支
援

セ
ン
タ
ー
機
能
の
構
築
な
ど
切
実

な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
伺
う
。

　

通
級
指
導
教

室
の
新
た
な
設

置
も
含
め
運
営

形
態
の
在
り
方

と
合
わ
せ
施
設

の
在
り
方
も
考

え
る
。
基
礎
定
数

化
の
実
施
を
強

く
求
め
加
配
措

置
で
も
、
現
状
の

困
難
さ
を
訴
え

て
新
た
な
配
置

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

介
護
等
人
材
確
保
策
の

現
状
と
今
後
の
方
針

問

問原
　

秀

樹

げんき☆輝きエクササイズ

通級指導教室　遷喬小学校

答
三
ツ
教
育
長

都
市
計
画
は
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
で
人
間
性
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り

問岡

﨑

陽

輔

通
級
指
導
教
室
の
施

設
環
境
・
人
的
支
援

体
制
の
充
実
を

次
ペ
ー
ジ
へ
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こ
と
が
、
地
域
の
活
性
化
、
地
域

づ
く
り
に
役
立
つ
と
考
え
民
間

企
業
へ
委
託
で
な
く
、
地
域
に
空

き
家
調
査
を
実
施
し
て
も
ら
う
。

住
民
の
方
が
行
う
際
に
実
費
と

し
て
必
要
な
も
の
は
市
が
出
す
。

ま
た
バ
ラ
バ
ラ
に
調
査
す
る
の
で

は
な
く
、
一
定
の
様
式
と
か
、
何

を
調
査
す
れ
ば
い
い
の
か
等
々
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
一
定
程
度

調
査
が
進
ん
だ
段
階
で
共
通
課

題
が
出
て
く
る
の
で
、
そ
れ
を
皆

で
共
有
し
あ
う
空
き
家
対
策
委

員
会
を
設
置
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
空
き
家
調
査
の
状
況
は
、手
入

れ
を
す
れ
ば
住
め
る
も
の
か
ら
、

倒
壊
の
危
険
が
あ
っ
て
除
去
す
べ

き
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の

も
の
が
あ
る
。
基
本
は
所
有
者
の

　

空
き
家
対
策
は
29
年
９
月
定

例
会
で
質
問
を
行
い
、
市
全
域
で

早
急
に
実
態
調
査
を
す
る
と
と

も
に
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置

す
る
と
答
弁
さ
れ
た
。
そ
の
後
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。
ま
た
今
議
会

に
空
き
家
等
実
態
調
査
委
託
料

１
，
０
８
０
万
円
削
減
を
上
程
し

て
い
る
が
、
今
後
空
き
家
調
査
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
ら
れ
る

の
か
伺
う
。

　

空
き
家
調
査
に
つ
い
て
は
民
間

企
業
に
委
託
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
各
地
域
自
ら
が
空
き
家
の
状

況
を
把
握
し
、
地
域
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
る
。
空
き
家
の
利
活
用

を
推
進
す
る
意
識
を
作
っ
て
い
く

責
任
と
し
て
や
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
原
則
に
し
な
が
ら
も
、
ど
う
し

て
も
対
応
で
き
な
い
場
合
に
は
、

法
律
、
制
度
も
で
き
て
い
る
こ
と

か
ら
行
政
代
執
行
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
一
方
、
手
入
れ
す
れ
ば

住
め
る
空
き
家
は
、
空
き
家
の
改

修
に
要
す
る
経
費
、
上
限
100
万
円

支
援
す
る
制
度
、
ま
た
空
き
家
の

家
の
中
の
も
の
を
片
付
け
る
費
用

を
支
援
す
る
制
度
が
あ
り
、
そ
れ

ら
を
利
用
し
て
、
移
住
者
の
受
け

入
れ
や
地
域
の
集
い
の
場
に
活
用

し
、
地
域
づ
く
り
の
活
性
化
に
な

る
き
っ
か
け
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
空
き
家
問
題
は
、
地

域
の
主
体
性
な
し
に
い
い
方
向
に

い
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

教
育
と
英
語
教
育
に
つ
い
て
教

え
る
教
員
の
能
力
を
い
か
に
確

保
し
て
い
く
の
か
、
こ
れ
が
い
ち

ば
ん
重
要
な
こ
と
。
教
員
の
能
力

養
成
の
取
り
組
み
い
か
ん
で
、
学

校
に
よ
っ
て
教
育
格
差
が
生
ま

れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
す
る
。
市
独
自
の
研
修
も
含
め

て
、
教
員
の
教
育
力
の
平
準
化
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　

教
育
委
員
会
で
は
３
つ
の
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
る
。「
人
」、

「
も
の
」、「
こ
と
」
こ
の
観
点
で

今
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
ず

「
人
」、
こ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　

２
０
２
０
年
か
ら
小
学
校
に

お
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

が
必
修
化
と
な
る
。
ま
た
、
英
語

教
育
の
義
務
化
が
さ
れ
て
い
る

が
、
３
・
４
年
生
で
外
国
語
活
動
、

５
・
６
年
生
は
英
語
の
教
科
化
が

実
施
さ
れ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
を
リ
ー
ド
す
る
教
員
の
育

成
、「
も
の
」、こ
れ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
整
備
、
実
物
投
影
機
や
児
童
用

パ
ソ
コ
ン
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
が

現
在
整
っ
て
い
る
。「
こ
と
」、こ
れ

は
現
在
の
教
育
課
程
の
中
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
実
施
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
系
統
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
こ
れ
か
ら
作
っ

て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
外

国
語
活
動
、
英
語
教
科
化
へ
の
教

育
現
場
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
現

在
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
協
働
し
て
担
任
が

主
導
し
て
の
授
業
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
中
で
教
員
指
導

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
真
庭

市
独
自
で
は
教
員
の
英
語
力
、
い

わ
ゆ
る
英
語
を
し
ゃ
べ
る
力
、
そ

れ
の
独
自
研
修
と
か
、
外
部
コ
ー

チ
を
招
い
て
の
授
業
改
善
の
研

修
を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

が
う
ん
と
活
躍
で
き
る
授
業
づ

く
り
を
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き

進
め
て
い
く
。

　

併
せ
て
全
て
の
学
校
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
児
童
、

生
徒
の
英
語
力
の
把
握
と
向
上

を
目
的
と
し
た
英
語
検
定
等
を

導
入
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
そ

れ
に
基
づ
く
指
導
の
改
善
、
子
ど

も
た
ち
、
先
生
方
を
励
ま
す
方
向

で
活
用
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
る
。

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

地
域
が
主
体
で

空
き
家
調
査
を
実
施

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

と
英
語
教
科
化
へ
の
教

育
現
場
の
体
制
は

問庄

司

史

郎

問竹

原

茂

三

を
強
力
に
求
め
、
人
的
配
置
の
充

実
を
要
求
し
た
い
。
言
葉
に
関
す

る
指
導
の
実
施
は
、
基
礎
定
数
化

と
合
わ
せ
改
め
て
実
態
調
査
し

た
い
。
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
は
、

健
康
福
祉
部
と
も
連
携
し
体
制

を
考
え
て
い
き
た
い
。

空き家　落合地内

天津小学校のパソコン教室

前
ペ
ー
ジ
か
ら
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員
に
移
行
す
る
の
で
は
な
く
、
実

態
に
合
っ
た
形
で
制
度
設
計
を

行
う
。
②
法
22
条
任
用
192
名
、
任

期
付
職
員
248
名
。
③
任
期
付
職
員

は
法
改
正
の
対
象
外
。
④
実
態
調

査
は
、
平
成
29
年
度
在
籍
者
を
回

答
。
⑤
改
正
事
項
だ
け
狭
く
見
直

す
の
で
は
な
く
適
切
な
制
度
運

用
を
含
め
た
人
事
管
理
を
行
う
。

　

湯
原
振
興
局
の
具
体
的
な
実

施
設
計
の
方
向
性
が
明
ら
か
と

な
っ
た
事
で
伺
う
。
９
月
か
ら
11

月
に
か
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

開
催
さ
れ
た
が
、
参
加
者
は
延
べ

66
名
と
少
な
く
、
意
見
集
約
に
今

一
つ
尽
力
頂
き
た
い
。

　

平
成
29
年
５
月
地
方
自
治
法

及
び
地
方
公
務
員
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
平
成
32
年
４
月
か

ら
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」

が
導
入
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
が
、

「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
の
確
保

は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る

上
で
極
め
て
重
要
と
考
え
る
が

所
見
を
伺
う
。

　

①
条
例
、
規
則
の
制
度
設
計

の
検
討
状
況
。
②
現
行
法
で
の
非

正
規
職
員
の
任
用
状
況
。③
任
期

付
職
員
制
度
へ
の
可
否
。
④
総
務

省
が
実
施
し
て
い
る
実
態
調
査

へ
の
対
応
状
況
。
⑤
地
方
財
政
計

画
策
定
に
当
り
、制
度
設
計
が
不

可
避
。

　

制
度
改
正
は
全
国
的
に
臨
時

非
常
勤
職
員
任
用
制
度
の
趣
旨

に
そ
ぐ
わ
な
い
運
用
が
見
ら
れ
、

適
正
な
任
用
が
確
保
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら「
会
計
年
度
任
用

職
員
」
と
し
て
整
理
す
る
も
の
。

　

①
全
て
を
、
会
計
年
度
任
用
職

　

振
興
局
の
整
備
方
針
は
、
振
興

局
・
公
民
館
・
図
書
館
そ
し
て
市

民
セ
ン
タ
ー
機
能
を
持
つ
複
合

施
設
と
し
て
整
備
す
る
事
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
機
能
に
弊

害
が
生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
て

も
ら
い
た
い
。
整
備
イ
メ
ー
ジ
で

は
、
会
議
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
て

い
る
よ
う
に
思
う
。

　

複
合
施
設
と
な
る
事
で
様
々

な
利
用
が
予
想
さ
れ
る
事
を
前

提
に
多
様
な
利
用
に
支
障
が
無

い
よ
う
整
備
を
行
う
。
会
議
室
は

現
在
よ
り
、
86
㎡
広
い
254
㎡
を
確

保
、
最
大
８
室
に
な
る
。

　

市
内
の
あ
る
団
体
が
真
庭
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ま
に
わ
く
ん

を
利
用
し
て
の
外
出
を
計
画
し
、

相
談
を
し
た
ら
乗
車
を
断
ら
れ

た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
団
体

は
、
子
ど
も
た
ち
に
公
共
交
機
関

で
あ
る
バ
ス
を
利
用
す
る
体
験

訓
練
を
さ
せ
た
い
。
保
護
者
が
同

乗
す
る
。
団
体
が
乗
車
予
定
の
便

に
他
の
乗
客
が
多
い
場
合
は
、
バ

ス
か
ら
降
ろ
し
て
バ
ス
を
追
走

す
る
乗
用
車
に
乗
せ
る
配
慮
を

す
る
か
ら
乗
車
を
許
可
し
て
ほ

し
い
と
伝
え
た
が
、
そ
れ
で
も
乗

車
を
断
ら
れ
た
。
ま
た
、
あ
る
子

供
会
で
も
数
年
前
の
夏
休
み
に

ま
に
わ
く
ん
を
利
用
し
て
の
遠

足
を
計
画
し
、
相
談
し
た
が
乗
車

を
断
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
ま

に
わ
く
ん
は
一
体
誰
の
た
め
の

も
の
な
の
か
尋
ね
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ま
に
わ

く
ん
は
市
内
か
ら
民
間
バ
ス
が

撤
退
し
、
公
共
交
通
の
空
白
地
に

な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
平
成
19

年
度
か
ら
運
行
を
始
め
た
市
民

み
ん
な
の
交
通
機
関
で
あ
る
。
当

然
な
が
ら
年
齢
、
障
が
い
者
の
身

体
条
件
、
団
体
で
あ
る
と
か
な
い

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
全
く
要

件
と
し
て
い
な
い
。
利
用
を
規
制

す
る
も
の
は
何
も
無
い
。
ま
た
問

題
提
起
さ
れ
た
事
例
は
相
談
さ

れ
た
方
と
私
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
原
因
で
あ

る
。
相
手
の
思
い
を
十
分
酌
み
取

ら
ず
、
不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
対
応
で
あ
り
、
き
ち
ん
と

考
え
て
対
応
す
る
こ
と
が
非
常

に
不
十
分
で
あ
っ
た
。

　

利
用
を
断
っ
た
事
案
は
、
ま
さ

に
市
民
福
祉
の
向
上
を
担
う
公

務
員
の
あ
り
方
と
し
て
非
常
に

大
き
く
逸
脱
し
て
お
り
、
関
係
者

の
皆
様
に
お
わ
び
申
し
上
げ
た

い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
乗
り

合
い
乗
車
と
い
う
形
態
を
取
っ

て
お
り
、
団
体
貸
し
切
り
は
利
用

で
き
な
い
。
乗
車
定
員
を
超
え
る

場
合
は
対
応
す
る
と
の
提
案
を

頂
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
談

者
と
の
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
が
あ
り
、
利
用
を
断
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
真
摯
に
反
省

す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
有
元
生
活
環
境
部
長

問

会
計
年
度
任
用
職
員

制
度

湯
原
振
興
局
の
整
備

ま
に
わ
く
ん
は
市
民

み
ん
な
の
交
通
機
関

で
規
制
は
何
も
無
い

問柿

本

健

治

問小

田

康

文

湯原振興局設計案

市民の生活の足として活躍するまにわくん
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空
き
家
あ
る
い
は
空
き
家
予

備
軍
の
実
態
を
つ
か
み
な
が
ら
、

行
政
と
地
域
、
所
有
者
、
住
ん
で

い
る
方
一
緒
に
な
っ
て
、
空
き
家

が
な
る
べ
く
発
生
し
な
い
よ
う

適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

条
例
に
関
し
て
は
、
当
然
空
き

家
を
防
止
す
る
と
こ
ろ
も
考
慮

し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
空
き
家
が
増
え
て
い

く
前
に
対
策
を
打
っ
て
い
く
こ
と

は
非
常
に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

真
庭
市
も
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
な

ど
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

て
も
ら
い
、
補
助
事
業
採
択
を
し

た
ら
ど
う
か
。
申
請
書
だ
け
で
審

査
す
る
よ
り
、
団
体
の
取
り
組
む

姿
勢
が
よ
り
鮮
明
に
見
え
、
う
っ

て
つ
け
で
は
な
い
か
。
事
業
経
過

も
発
表
し
て
も
ら
え
ば
、
な
お
補

問古

南

源

二

ら
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
に
変
更

す
る
場
合
の
申
請
時
期
は
限
ら

れ
、
概
ね
４
月
上
旬
か
ら
９
月
下

旬
ま
で
し
か
認
め
ら
れ
な
い
現

状
が
あ
る
。

　

①
次
年
に
向
け
た
被
害
防
止

に
は
農
作
物
の
無
い
期
間
で
の

事
業
実
施
補
助
金
も
認
め
る
べ

き
。
②
ま
た
、
５
年
以
内
の
再
設

置
は
補
助
対
象
外
と
し
て
い
る

が
、
既
設
電
柵
に
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
を
追
加
設
置
は
ど
う
か
。

　

①
作
付
し
て
な
い
時
期
で
も
交

付
の
対
象
と
す
る
よ
う
運
用
の
見

直
し
を
し
て
い
る
。
②
野
生
鳥
獣

の
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す

る
の
が
目
的
だ
か
ら
、
柔
軟
に
実

質
的
効
果
が
出
る
規
程
に
変
え
て

い
く
。

　

市
で
は
３
月
定
例
会
に「
真
庭

市
空
き
家
等
適
正
管
理
条
例
」
を

上
程
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る

が
、
既
存
の
空
き
家
へ
の
対
応
も

大
変
重
要
だ
が
、
今
後
ま
す
ま
す

増
え
る
空
き
家
予
備
軍
に
対
す

る
同
時
進
行
の
対
策
も
必
要
で

は
な
い
か
。

　

イ
ノ
シ
シ
被
害
は
田
の
あ
ぜ

や
用
排
水
路
な
ど
の
農
業
施
設

に
も
及
ん
で
い
る
た
め
、
一
年
を

通
し
て
の
防
護
対
策
が
必
要
。
市

に
お
い
て
は「
真
庭
市
野
猪
等
防

護
柵
設
置
事
業
」
に
よ
る
補
助
金

を
交
付
し
て
防
護
柵
の
普
及
を

図
っ
て
い
る
が
、
同
交
付
規
程
は

農
作
物
被
害
と
い
う
観
点
か
ら
、

収
穫
後
の
作
物
が
無
い
状
況
で

は
、
事
業
補
助
金
は
交
付
し
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
新
た
に
設

置
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
電
柵
か

助
事
業
の
採
択
の
透
明
性
も
高

ま
る
の
で
は
な
い
か
。

　

地
域
活
性
化
補
助
事
業
は
、
地

域
住
民
の
方
々
が
議
論
し
て
計
画

を
つ
く
り
、
事
業
実
施
後
は
発
表

会
を
開
く
こ
と
で
成
果
を
ほ
か
の

地
域
に
も
普
及
し
て
、透
明
性
も
確

保
す
る
と
い
う
の
は
全
く
同
感
だ
。

事
業
実
施
の
透
明
性
が
確
保
で
き

る
地
域
づ
く
り
提
案
型
支
援
事
業

制
度
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

太
田
市
長
の
話
で
も「
都
会
に

出
る
こ
と
は
と
め
な
い
、
地
元
に

帰
っ
て
来
る
人
を
育
て
れ
ば
よ

い
、
地
元
に
仕
事
が
無
け
れ
ば
仕

事
を
つ
く
れ
ば
よ
い
」
若
者
を
そ

の
よ
う
な
行
動
に
結
び
付
け
る
こ

と
は
必
要
だ
と
思
う
。
周
防
大
島

町
の
学
校
で
は
起
業
に
つ
い
て
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
し
て
い
る
。
総

合
学
習
を
20
時
間
ほ
ど
使
い
、
故

郷
で
挑
戦
し
て
い
る
起
業
家
の
成

功
事
例
分
析
、
道
の
駅
で
の
出
店

起
業
プ
ラ
ン
、
参
観
日
で
教
職
員
・

保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
株
主
の

募
集
、
販
売
計
画
、
参
観
日
の
株

主
総
会
で
働
く
と
い
う
事
に
つ
い

て
の
考
察
を
し
て
い
る
。
自
ら
起

業
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
授
業
で

取
り
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
一
人
ひ
と

り
の
社
会
的
な
自
立
に
向
け
て

必
要
な
能
力
を
つ
け
て
い
く
教

育
を
貫
く
柱
の
一
つ
だ
。

　

学
校
の
現
状
は
総
合
教
育
70

時
間
を
フ
ル
に
活
用
し
、
時
間
数

が
パ
ン
ク
状
態
。
起
業
家
教
育
は

考
え
る
力
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、

発
想
力
と
か
想
像
量
、
ま
さ
し
く

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
て
い

く
力
を
育
む
教
育
で
あ
り
、
導
入

の
可
能
性
を
精
一
杯
探
っ
て
い

き
た
い
。

答
太
田
市
長

答
宮
本
建
設
部
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
新
田
総
合
政
策
部
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

問

問

有
害
鳥
獣
防
護
柵
設

置（
補
助
金
）は
通
年

可
能
に

地
域
補
助
事
業
採
択
は

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

起
業
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

取
り
入
れ
た
ら
ど
う
か

問岩

本

壯

八

空
き
家
の
予
防
対
策
を

ワイヤーメッシュ柵　久世地内

プレゼンテーションでの活動報告会
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ふ
る
さ
と
を
自
慢
す
る
子
ど

も
を
育
て
る
た
め
に
、
太
田
市

長
が
学
校
に
出
向
き
、
真
庭
の

良
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
直
接

生
徒
に
伝
え
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
母
な
る
大
地
旭
川
の
こ
と

な
ど
た
く
さ
ん
伝
え
、
真
庭
が

大
好
き
な
中
学
生
、
高
校
生
を

育
て
て
欲
し
い
。
ま
た
、
教
育

振
興
基
本
計
画
の
故
郷
の
郷
と

書
く
郷
育
が
ど
こ
に
向
か
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　

真
庭
の
素
晴
ら
し
さ
を
私
た

ち
が
責
任
を
持
っ
て
伝
え
る
努

力
を
す
る
。
中
学
生
の
所
に
出
向

い
て
、
で
き
た
ら
対
話
し
た
い
。

市
長
が
出
向
い
て
も
い
い
。
積
極

的
に
や
っ
て
い
く
。

　

教
育
の
目
標
は
人
格
の
完
成
、

こ
れ
が
大
き
な
目
標
で
あ
る
。

郷
き
ょ
う
い
く育

は
地
域
へ
の
誇
り
を
育
む

こ
と
、
地
域
学
習
を
通
じ
て
自
分

の
足
で
立
っ
て
、
自
分
の
頭
で
考

え
る
、
そ
う
い
う
人
を
育
む
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
地
域
を
学
び

の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
。

　

都
市
機
能
を
持
た
な
い
町
に
人

は
集
ま
ら
な
い
、
人
は
残
ら
な
い

が
私
の
持
論
。
文
化
の
な
い
所
に

人
は
暮
ら
さ
な
い
と
い
う
こ
と
。ス

ポ
ー
ツ
も
文
化
の
ひ
と
つ
だ
。

　

大
き
い
有
料
企
画
展
も
可
能

な
温
度
管
理
、
湿
度
管
理
が
で

き
る
、
貯
蔵
品
を
持
た
な
い
真

庭
市
立
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
町

の
中
心
部
に
造
る
こ
と
を
提
案

す
る
。
予
算
は
あ
る
。

　

12
月
議
会
初
日
の
市
長
諸
報

告
の
冒
頭
、
喜
ば
し
い
話
題
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
、
と
次
の
５
つ
が

議
員
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

▼
「
郷
原
漆
器
の
館
」
館
長
の

高
月
国
光
さ
ん
が
オ
カ
ヤ
マ
ア

ワ
ー
ド
の
最
高
賞「
ベ
ス
ト
オ
ブ

イ
ヤ
ー
２
０
１
８
」
を
受
賞
。

▼
北
房
ホ
タ
ル
保
存
会
が「
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活

動
顕
彰
」
を
受
賞
。

▼
中
和
地
域
づ
く
り
委
員
会
が

全
国
過
疎
地
域
自

立
促
進
連
盟
会
長

賞
を
受
賞
。

▼
エ
イ
チ
ケ
イ
商
会

が
商
品
化
し
た
美

　

文
化
は
生
活
に
潤
い
を
与

え
、
人
生
を
豊
か
に
し
、
人
格

の
形
成
に
大
き
く
資
す
る
。
こ

れ
は
文
化
芸
術
基
本
法
に
記
さ

れ
て
い
る
。
真
庭
市
総
合
計
画

に
品
格
の
あ
る
人
、
町
を
つ
く

る
た
め
に
日
常
の
中
で
文
化
が

身
近
に
あ
る
、
文
化
の
香
り
の

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
大
き
な
目

標
に
掲
げ
て
い
る
。

　

新
た
に
大
き
な
美
術
館
を

造
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

が
、
展
示
に
特
化
し
た
施
設
な

ら
実
現
性
も
あ
る
。
真
庭
市

に
ふ
さ
わ
し
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
あ
り
方
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

真
庭
の
良
さ
を
中
学

生
・
高
校
生
に
伝
え

よ
う

問美
術
館
で
な
く
美
術
ギ

ャ
ラ
リ
ー
を
造
ろ
う

答
三
ツ
教
育
長

問氏

平

篤

正

写真の撮れる美術館

き
ょ
う
い
く

Ｍ
Ｉ
Ｔ
を
ご
視
聴
く
だ
さ
い

　

真
庭
市
議
会
定
例
会

及
び
臨
時
会
は
、
真
庭
い

き
い
き
テ
レ
ビ
「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」

の
サ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
122

チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
生
中
継

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
や
各
常

任
委
員
会
で
の
付
託
案
件

の
審
査
は
、
録
画
し
て
後
日

放
送
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

容
液「
結
の
香
」
が
全
国
の
地
方

新
聞
社
で
つ
く
る
通
販
サ
イ
ト

「
47
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」
２
０
１
８
年
の

大
賞
を
受
賞
。

▼
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
生
産
管
理

体
制
を
実
現
し
た
山
陽
精
機
が

「
お
か
や
ま
Ｉ
Ｔ
経
営
力
大
賞
」

を
受
賞
。　
　
　
　
　
　
　

よ

ん

な

な

ク

ラ

ブ

喜
ば
し
い
話
題
を
５
つ

ふるさと
１ 枚

今年のひるぜん雪恋まつりは２月２日（土）と３日（日）　レストラン白樺の丘周辺

テレビ画面
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一般質問政策提言

今
回
は
３
つ
の

政
策
提
言
を

提
出
し
ま
し
た

真
庭
の
シ
シ

　

久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド
に
ゴ
ミ
で

作
ら
れ
た
「
真
庭
の
シ
シ
」
が
出
現

し
ま
し
た
。
作
者
は
真
庭
市
出
身
の

淀
川
テ
ク
ニ
ッ
ク
さ
ん
で
す
。
シ
シ

は
北
房
コ
ス
モ
ス
広
場
を
旅
し
て
、

2
月
中
旬
よ
り
真
庭
あ
ぐ
り
ガ
ー
デ

ン
に
居
ま
す
。

　

シ
シ
年
の
記
念
に
写
真
を
撮
っ
た

広
報
編
集
委
員
。
左
か
ら
氏
平
、
庄

司
、
緒
形
、
古
南
、
柴
田
、
原
委
員
。

写
真
／
南
主
幹

政
策

提
言

16



一般質問政策提言

　

各
常
任
委
員
会
が
調
査
研
究
を
し
て
ま

と
め
た
案
を
政
策
討
論
会
で
練
り
上
げ
、
全

員
協
議
会
で
完
成
さ
せ
た
政
策
提
言
書
。
今

年
は
３
つ
が
ま
と
ま
り
、
11
月
８
日
、
長
尾

議
長
と
福
島
副

議
長
が
太
田
市

長
へ
政
策
提
言

書
を
手
渡
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
案

を
実
行
す
る
か
ど

う
か
は
執
行
部

が
協
議
研
究
し
て

決
定
し
ま
す
。

政
策
提
言
書
を

　
　
　

   

市
長
に
渡
す

　

昨
年
度
の
文
教
委
が
ま
と
め
た「
障
が
い

者
を
市
役
所
が
雇
用
し
、
職
務
経
験
を
活

か
し
て
一
般
企
業
へ
の
就
職
に
つ
な
げ
る

事
業
」
は
ど
う
な
っ
た
？
を
聞
き
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
早
期
設
置
に
向
け
て
、
岡
山
県
に
対
し

て
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
障
が
い
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内
4

つ
の
障
が
い
保
健
福
祉
圏
域
（
備
前
、
倉

敷
、
井
笠
、
高
梁
、
新
見
及
び
津
山
・
勝

英
）
に
１
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、

真
庭
圏
域
へ
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
関
係
機

関
と
協
議
を
行
い
、
充
実
を
図
っ
て
い
く
。 提言書を市長へ渡す長尾議長（中）

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
荒
廃
林
の

増
加
に
よ
り
、
森
林
が
持
つ
本
来
の
機
能
で

あ
る
水
源
涵か

ん

養
機
能
、土
壌
保
全
機
能
な
ど

が
大
き
く
損
な
わ
れ
、
近
年
の
豪
雨
に
よ
る

森
林
災
害
の
現
状
を
憂
慮
す
る
中
で
、
計
画

的
な
森
林
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
考

え
か
ら
、
今
後
の
森
林
管
理
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
政
策
提
言
を
行
う
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
林
業
事
業
者
や
山
林
所
有
者
と
の

意
見
交
換
会
を
行
い
、
森
林
管
理
に
お
け
る

問
題
点
を
探
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
委
員
会
で
議
論
し
、
新
た
な
森

林
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
、
森
林
所
有

者
に
対
す
る
森
林
管
理
意
向
調
査
、
林
道
・

作
業
道
の
路
網
整
備
、
森
林

簿
等
の
森
林
情
報
の
公
開

を
行
う
よ
う
政
策
提
案
を

し
ま
し
た
。

　

学
童
を
取
り
巻
く
環
境
や
、
共
働
き
家
庭

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、「
児
童
の
権
利

に
関
す
る
条
約
」
に
示
さ
れ
た
子
ど
も
の
最

善
の
利
益
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
次
世
代

を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
、
放
課
後
の
児
童

支
援
策
の
一
層
の
充
実
が
喫
緊
の
課
題
と

考
え
、
以
下
の
支
援
策
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

①
公
的
支
援
の
充
実　

②
真
庭
市
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
・
運
営
指
針
の
見
直
し

③
設
置
場
所
及
び
「
設
置
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
作
成　

④
支
援
員
な
ど
の
人
的
確
保

⑤
「
真
庭
市
放
課
後
学
童
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
の
設
置
。

　

今
後
も
「
公
の
責
務
」
を

明
確
に
し
、
地
域
状
況
を
勘

案
し
サ
ー
ビ
ス
の
均
一
化

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

放
課
後
児
童
健
全

　

 

育
成
事
業
に
支
援
策

水
源
の
里
真
庭
の

　
　
　
　

 

森
林
づ
く
り

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

市
役
所
が「
真
庭
に
残
ろ
う
、

真
庭
に
帰
ろ
う
」
と
言
葉
に

す
る
。
ふ
る
さ
と
真
庭
の
フ

ァ
ー
ス
ト
写
真
集
を
作
る
。

17
歳
に
贈
る
。
真
庭
市
を
離

れ
る
時
は
、
持
っ
て
行
く
よ

う
頼
む
。
静
止
画
・
動
画
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
す
る
。真
庭

市
の
良
さ
を
世
界

に
発
信
す
る
。移

住
を
呼
び
か
け 

る

総

産

文

総
務
常
任
委
員
会 私

の
ふ
る
さ
と
　
旭
川
と
笹
向
山

い
つ
ま
で
も
残
し
た
い
真
庭
の
森
林

整
備
さ
れ
た
北
房
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

産
業
建
設
常
任
委
員
会

。

前
回
の
提
言
は

　
　

   

ど
う
な
っ
た
？

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
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■真庭でも充分遊べるぞ！楽しんだぞ！

　って伝えたい　　　　　　　     Ｔ．Ｔ

■商業施設を作りたい　　　　    Ｎ．Ｉ

■大学を作って他県から人を呼び込み

　たい　　　　　　　　　　  　 Ｆ．Ｍ

■ＩＴを使って、ＩＴ分野に関係ないところ 

　を豊かにする　　　　　　　   Ｔ．Ｙ

■高齢者の運転で交通事故が多い。 

　再度試験を！

　　　　　　  Ｓ．Ｋ

■湯原ダムでプロジ 

　ェクションマッピン

　グをしたい   Ｋ．Ｔ

■真庭市を今より

　活性化させたい

　　　　　　 Ｒ．Ｍ

議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き

■年齢の垣根を越えた地域の交流がで

　きる場所をつくりたいです！　   Ｈ．Ｆ

■若い人達がＵターン就職できるよう雇

　用を増やす取り組みをする　    Ｋ．Ｔ

■空港をつくりたいし新幹線も通した

　いしまにぞうも有名にしたい　  Ｙ．Ｋ

■地元で手に職を付けれるような環境

　を作る　　　　　　　　　  　  Ｔ．Ｙ

■言葉だけでなく行動でしめし、どの世

　代でも心地よく住める町　　　 Ａ．Ｔ

■地域を活性化できるようにイベントを

　企画したい　　　　　　　　    Ｙ．Ａ

■若者のＵターン促進のための、地元で

　働きたいと思える仕事づくり    Ｒ．Ｋ

■現状維持　　　　　　　　　   Ｙ．Ｓ

■真庭市を含め、岡

　山県をＰＲするよ

　うな活動をして

　みたい       Ａ．Ｎ

■真庭から離れた

　人も帰って来た

　いと思えるようなまちづくりをしたい

　　　　　　　　　　　　　　   Ｄ．Ｋ

■この真庭市では、高齢者が多くなって

　いるため、介護支援を増やしたい　　

　　　　　　　　　　　　         Ｋ．Ｙ

■若い人達で真庭市の農業を盛り上げ

　る活動をしてみたい　　　   　 Ｈ．Ｍ

■昔ながらの文化を大切に、真庭市に

　行ってみたい！そんなまちづくり

　　　　　　　　　　　　　      Ｔ．Ｋ

GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動
特別バージョン

新
成
人
20
人
に
聞
き
ま
し
た

議
員
に
な
っ
た
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と

議会の動き議会の動き
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勝山文化センターポンテホール

　  新成人414人が出席 

浜田市議会へ説明

とみはら茶で乾杯

議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き

　１月４日恒例の真庭市新年互礼会が真庭市執行

部、各種団体の代表者、真庭市議員ら約120名が参加

し開催されました。互いに新しい年を迎えた挨拶を

行い、最後は消防団長が音頭の万歳三唱で会を締め

くくりました。より良い真庭市に向けて一丸となっ

て取り組んでいく決意を新たにしました。

　１月13日、勝山文化センターで成人式が開催され

ました。市議会議員も多数出席しお祝いを申し上げ

ました。長尾議長は、皆さん一人ひとりが主権者と

して、責任ある判断と行動により、まちづくりに参画

を、と挨拶しました。新成人の皆様には夢に向かって

邁進して欲しいと思います。

新年互礼会で賀詞交換

祝 

GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動

　真庭市議会に対する視察が、増えてきています。

視察受入状況を見ると、タブレットによる議会運営

（高梁市議会）、タブレットによる議会ＩＣＴ化（倉

吉市議会）、政策討論会・政策提言の手法（浜田市議

会）等々、議会活性化策15項目を推進し議会改革に

繋げていることが評価され、視察先として選ばれて

います。

　また、中央図書館は公共施設のリノベーションに

ついて、北房こども園・北房小学校は新教育環境・公

共施設へのＣＬＴ活用について等、新たな公共施設

が注目をされ多くの方が視察に来られています。

議会に視察が次々と

ハ
ガ
キ
あ
り
が
と
う

　

議
会
ク
イ
ズ
の
応
募
ハ
ガ
キ
が
だ
ん
だ
ん
と
増

え
、
今
回
は
70
通
と
な
り
ま
し
た
。答
の
そ
ば
に
色
々

コ
メ
ン
ト
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ひ
と
つ
紹
介
し

ま
す
。も
っ
と
イ
ベ
ン
ト
を
記
事
に
し
て
欲
し
い
で

す
。タ
ブ
レ
ッ
ト
に
挑
戦
中
と
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民

に
は
貸
出
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
議
会
だ
よ

り
で
す
の
で
、
議
員
が
関
係
す
る
催
し
を
載
せ
て
い

ま
す
。ま
ち
の
イ
ベ
ン
ト
は
広
報
真
庭
や
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に

期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
か
ら
議
員
活
動

の
た
め
レ
ン
タ
ル
契
約

し
て
お
り
、
貸
し
出
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

11月 12月 １月編
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議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き

６人で行う調整会議

報
酬
審
議
会
が
市
長
へ
答
申

生
ご
み
等
資
源
化
施
設
の
答
申

　議会運営委員会で協議することや議会行事の進め

方などを情報共有し、事前に話す場として「調整会議」

があります。構成メンバーは長尾議長、福島副議長、岡

﨑議会運営委員

会委員長、議会事

務局職員３人の

６人で、毎月第１

と第３の月曜日

に開催していま

す。職員からも提 

案できる場とな 

っています。

市監査委員に議会から1人
　議会の同意を必要とする議会選出監査委員は氏

平篤正議員が担当しています。例月出納検査（会計

課、農業共済、水道、下水道、湯原温泉病院）、各会計の

決算審査、学校園の定期監査、財政援助団体の監査、

各所の現金監査、住民監査請求の対応などを行って

います。多くの勤務を伴うため、月35,000円の報酬が

支給され、真庭市会計の525億円と基金285億円を厳

しくチェックしています。写真は左から氏平委員、近

藤代表監査委員、上山会計管理者。

地域防災説明会を各地で開催
　地域の防災力向上のため、また、7月豪雨災害をう

けての課題の共有と解決に向けた地域防災説明会

が真庭市7地区で開催されました。内容は、自主防災

組織設立育成・避難場所・個別避難計画などを各地

区小学校単位で協議し、周知していくために実施さ

れました。写真は落合会場の様子。

中部環境施設組合議会へ５議員

　

11
月
22
日
、
２
年
に
１
回
開
か
れ
る
報
酬
審
議
会
の

審
議
結
果
が
太
田
市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。市
議
会

が
進
め
る
議
会
改
革
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
報
酬
を
月

５
万
円
増
額
す
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
し
た
。（
実
現

に
は
条
例
改
正
が
必

要
で
、
市
側
の
検
討
が

行
わ
れ
ま
す
。）

　

政
策
提
言
に
つ
な

が
る
「
政
策
討
論
会
」

「
市
民
と
語
る
会
」「
各

種
団
体
と
の
意
見
交

換
会
」
な
ど
の
議
会
改

革
の
取
組
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

10
月
９
日
開
催
の
議
会
全
員
協
議
会
で
生
ご
み

等
資
源
化
施
設
地
域
提
案
に
係
る
答
申
と
い
う
協

議
項
目
の
中
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。か
ね
て
か
ら
、
専

門
家
10
人
に
諮
問
し
て
お
り
、
赤
野
地
区
は
市
有
地

で
落
合
浄
化
セ
ン
タ
ー

に
隣
接
し
て
お
り
、
赤
野

地
域
検
討
委
員
会
で
積

極
的
な
議
論
が
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
周
辺
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
敷
地
の
粗

造
成
が
す
で
に
行
わ
れ

て
お
り
、
建
設
費
用
に
優

位
性
が
あ
る
と
答
申
さ

れ
ま
し
た
。

先進地である福岡県みやま市の施設
会議もタブレットを使用

山下会長（中）が太田市長へ答申

　12月25日、岡山県中部環境施設組合議会が開催さ

れ、写真左から、初本、福島、長尾、竹原、柿本各議員が

出席しました。廃棄物の処理手数料を真庭市の手数

料条例に合わせるための条例改正等を行いました。
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議会の動き議会の動き 議会の動き

　中国横断自動車道岡山米子線４車線化促進総決

起大会が、11月16日に衆議院第１議員会館で開催

され、長尾議長が、中国横断自動車道岡山米子線全

線４車線化促進市議会連盟の会長として出席しま

した。蒜山ＩＣ～米子ＩＣ間の４車線化の早期実現

を目指し、決議文を採択しました。

　11月27日に真庭市・真庭商工会主催による市内の企

業で働く優良従業員の表彰式が真庭リバーサイドホテ

ルで行われ、22事業所92名の方が表彰されました。

式終了後、滝沢忠孝氏による講演会が開催されました。

写真は謝辞を述べるミック工業（株）の中尾清美さん。

米子道、岡山道の４車線化を

22事業所、92名を表彰

　第14回真庭市社会福祉大会が、12月８日勝山文

化センターで開催されました。午後１時から式典が

執り行われ、議会からは議長、文教委員長が来賓出席

しました。社会福祉協議会長表彰、老人クラブ連合会

町表彰の後、歌手で俳優の橋幸夫氏の講演「橋幸夫

の体験から～一生健康・一生学習」と題した講演があ

り、ポンテホールは満員でした。左・長尾、右・柿本議員

社会福祉大会を開催

GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動

　10月25・26日、山口市において全国過疎問題シン

ポジウムが「田園回帰～地方に若者を呼び込む」を

テーマに開催、持続可能な地域社会総合研究所所長

藤山浩氏から毎年１％の人口増加をしていけば地域

は持続可能になる。成しえない目標ではないとの講

演がありました。

　11月１・２日、舞鶴市において「上流は下流を思い、

下流は上流に感謝する」を理念とした第12回全国水

源の里シンポジウムが「農山漁村と都市の未来」を

テーマに開催、改めて農山漁村と都市の役割を認め

合い、共に手を携え理念の実践をしていくことが重

要であるとの認識を深めました。

　11月14・15日、宇都宮市において全国市議会議長

会研究フォーラムが「議会と住民との関係」をテーマ

に開催。真庭市議会からも多くの議員が参加し研修

を深めました。

全国大会へ次 と々参加

11月 12月 １月編

橋幸夫さん（中）を囲んで

4車線化に向けてガンバロー

全国市議会議長会研究フォーラムのステージ
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市民の広場

「
市
民
と
議
会
の
い
い
関

係
づ
く
り
」の
た
め
、が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集

　
　
　
　
特
別
委
員
会

議
広
会
報

　議会活性化推進検証部会は、議員全員で決定した

議会活性化15策について、１項目づつ成果がどうで

あったか、課題と今後の方向性はどうすべきか、改善

案はどうか等々１年間の検証と次年度に向けてどう

改善すれば議会の活動が市民の皆様に理解しても

らえるか協議する部会である。この結果は議会運営

委員長に報告書としてまとめ提出、その後は議会運

営委員会において協議され次年度に生かされてい

る。議会の活性化には絶対必要な部会であると自負

して６名の委員で頑張っている。

議会活性化に向けた検証

議会活性化推進検証部会　部会長　竹原　茂三

　朝に南の山を観て、夜には北の山を眺めるが生気が

ないのが気にかかる。この時期山里には小鳥が群をな

して飛来し、賑やかな囀
さえず

りを春まで聞かせてくれたも

のだが、今は谷川は枯渇し、その風景は見られない。

50年前に進めた植林政策は里山を崩壊し、野生動物

の棲む所と化した。行政の対応も遅 と々して進まない

が、県下の三大河川は今は全国ワースト10に全て入っ

ている。この現実を後世に送ることはできない。今我々

にできることは、荒れ放題の山 を々蘇生させ、山紫水明

の里として旭川にきれいな水を作り出すことである。

山紫水明の里を目指す

産業建設常任委員会　委員長　河部　辰夫

　議会改革の取り組みの一環として、二元代表制の

一翼を担う議会として、昨年度から政策提言を行う

ため、常任委員会において関係団体との意見交換を

開催し、政策提言案をまとめ【政策討論会】に臨んだ。

　政策テーマ決定に当たり苦慮したが、委員各位の

努力により、「市民の声の政策化」を実現するための

テーマ決定を行った。

　政策討論会での議員間討議は初めての取り組みで

あり、各議員との討論で提案の補強修正が行われた

が、議員間討議の難しさを改めて感じた。

市民の声の政策化

文教厚生常任委員会　委員長　柿本　健治

　少子化は日本の大きな問題で、各自治体は真剣に

向き合い、取り組んでいます。人口減少が進む真庭市

も例外ではありません。総務常任委員会からの政策

提言として、若者に向けた「写真集＋映像集まにわに

かえろう」をとりまとめました。

　特に就職する世代（22歳前後）は、小中学校時と比

較すると人口は半減しています。この世代は今後結

婚、出産とつながります。若者の定住は行政、議会だけ

ではなく、市民の皆さんも一緒に取り組みましょう。

若者定住は一丸となって

総務常任委員会　委員長　入澤　廣成

ゆきやこんこん　八束こども園

収穫　M.T 凍る神庭の滝　増田邦夫

産
業
建
設

文
教
厚
生

総

務

議
会
活
性
化

護王神社の狛猪　一朗

イノシシ　byスカイハート

可愛い娘　古谷みゆき

迎春　Yu-
2019
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市民の広場

迎春　Yu-

MANIWA

ここは市民みんなでつくるページです
楽しい気持ちでご参加ください

SHIMIN
NO

HIROBA

市民
広場

の

はずかしい・・・　さやちゃん

うり坊とカワセミとカワウソ　ke　図書カードより

囲
碁
　
三
村
　
脩

りおちゃん　byとうとう

みんなでうたおう桃組　川上こども園

BO　絵画、写真などを募集しています。住

所、氏名、電話番号を書いてください。ペン

ネームを希望される場合も連絡先と氏名

が書いてあることが必要です。

　「投稿！言いたい」は200字以内にまと

め、ご応募ください。文責として氏名を掲

載します。誹謗中傷等の内容や紙面の都

合上、掲載できない場合があります。集 応募先 真庭市議会

宛先:24ページの緑帯欄に記載しています

ちぎり絵　つちえさん98歳

市長室、副市長室、教育長室の案内板

北房のイルミネーションタワーと真庭のシシ　H.H
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本
会
議（
開
会
、提
案
説
明
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
、議
案
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
任
委
員
会

　
　
　
　

  

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

22
日

８
日

11
日

12
日

13
日

18
日

22
日

２
月

３
月

　９月定例会の請願と陳情の受付は、８月30

日（金）までです。

　　　12月定例会の締切は11月29日(金)、 

　来年３月定例会の締切は１月31日(金)、 

までです。様式などの問い合わせは議会事

務局までお願いします。ただし、土日祝祭日

等の市役所の閉庁日は除きます。

　市政などについての意見や要望があるとき

は、誰でも請願や陳情を議会に提出すること

ができます。

　請願は、議員の紹介を必要とするのに対し、

陳情の場合は、議員の紹介は必要ありません。

（
金
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
月
）

（
金
）

15
日（
金
）

６月定例会の請願・陳情は
５月31日㈮まで

緒

　形

　
　
　尚

委
員
長

南

　
　
　俊

　樹

事
務
局

古

　南

　源

　二

委

　員

柴

　田

　正

　志

委

　員

氏

　平

　篤

　正

副
委
員
長

庄

　司

　史

　郎

委

　員

原

　
　
　秀

　樹

委

　員

ふるさと
１ 枚 旭川と落合橋　3年間3億円で改修工事をしています

３
月
定
例
会
の

日
程

お知らせお知らせ

議会の品位とは・・・

●
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。

●
正
式
に
は
２
月
14
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で

決
定
し
ま
す
。

　正解者の中から３人に「ひるぜん果実ジャムギ

フト」セットが当たります。はがきに答えとあなた

の住所・氏名を本ページ緑帯に記載している真庭

市議会までお送りください。当選者の発表は商品の

発送をもって代え

させていただき

ます。締切は２月

28日（木）です。

　前号の応募総

数は70通で、正

解者70人でした。

ご応募ありがとう

ございました。

工事が10月末に完了
し、３月中にオープン
が予定されている図
書館は？

“○○図書館”

議会改革 新たなステージへ

北房こども園 ＣＬＴ階段 下から撮影 

　
長
野
ト
ヨ
タ
自
動
車（
株
）か
ら
、２
，４
６
４
万

８
千
円
で
移
動
式
解
体
処
理
車（
ジ
ビ
エ
カ
ー
）

１
台
の
購
入
契
約
を
承
認
し
ま
し
た
。

ジ
ビ
エ
カ
ー
購
入

外観写真

寸法等

まにわまにわ市   章

真庭市議会だより真庭市議会だより 第55号第55号
２月１日発行
平成31年

12
月
議
会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
な
り
、完
全
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
が
実
現
し
ま
し
た
。通
信
費（
３
，９
０
７
円
／

月
）の
半
額
は
政
務
活
動
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。議
場
で
は
、議
事
に
関
す
る
こ
と
以

外
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

月
か
ら
完
全
タ
ブ
レ
ッ
ト

月
か
ら
完
全
タ
ブ
レ
ッ
ト

1212

開
会
前
に
議
長
の
許
可
を
も
ら
い
１
番
席
か
ら
撮
影

ジ
ビ
エ
カ
ー
の
購
入
記
事
は

ハ
メ
込
み
合
成
で
す

北
房
こ
ど
も
園 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
階
段
　
下
か
ら
撮
影

55

31

２

T
E
L（
0
8
6
7
）4
2
-12
7
2
　
FA
X（
0
8
6
7
）4
2
-14
2
0

〒
７
１
９
ー

３
２
９
２

　

こ
の
頃
国
で
も
地
方
で
も
議
会
の
品
位
が
云
々
か

ん
ぬ
ん
と
の
報
道
よ
く
耳
に
す
る
。最
近
で
は
、あ
る
市

議
会
で
の「
の
ど
飴
騒
動
」。
市
議
の
一
人
が
の
ど
飴
を

口
に
含
ん
で
質
疑
を
し
た
こ
と
で
、
他
議
員
か
ら
の
批

判
が
殺
到
し
、そ
の
後
、謝
罪
を
拒
ん
だ
市
議
へ
の
懲
罰

動
議
を
本
人
を
除
く
全
員
の
賛
成
で
可
決
し
た
。
こ
の

事
で
、
議
事
が
約
８
時
間
停
滞
す
る
と
い
う
騒
動
に
発

展
。議
会
の
品
位
を
損
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
法
第
132
条
に
お
い
て
、「
普
通
地
方
公

共
団
体
の
議
会
の
会
議
又
は
委
員
会
に
お
い
て
は
、

議
員
は
、
無
礼
の
言
葉
を
使
用
し
、
又
は
他
人
の
私

生
活
に
わ
た
る
言
論
を
し
て
は
な
ら
な
い
。」と
品
位

の
保
持
が
謳

う
た
わ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、真
庭
市
議
会
会
議
規
則
第
151
条
に
お
い
て
、「
品

位
の
尊
重
」
が
謳
れ
て
い
る
。
議
場
は
ま
ち
の
将
来
を
決

め
る
重
要
な
場
所
で
あ
り
、真
摯
な
議
論
が
求
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。そ
も
そ
も「
議
会
の
品
位
」と
は
何
か
、市

民
に
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
、
議
場
で
し
っ
か
り
と
真
摯

に
議
論
す
る
姿
勢
こ
そ
が
議
会
の
品
位
で
は
な
い
か
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
の
ど
飴
騒
動
は
と
も
か
く
、
議
場

で
の
居
眠
り
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
議
会
の
品
位
を
大
き

く
損
な
う
も
の
で
は
？
他
人
ご
と
で

は
な
い
、カ
メ
ラ
が
怖
～
い
。

クイズ
議  会

14
日（
木
）

19
日（
火
）
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